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表記に関する注意事項 

 

注 1 表中に用いる金額は，総務省が示す健全化判断比率等の算定方法に基づき，原則として

1,000 円未満を四捨五入して表示した。 

2 文中及び表中に用いる比率は，総務省が示す健全化判断比率等の算定方法に基づき，原

則として小数点以下第 3位又は第 2位を切り捨てて表示した。 

3 表中に用いる「0」は該当数値はあるが単位未満のもの，また，「－」は該当数値がない

ものを示す。 
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第１ 審査の実施 

   京都市監査基準に基づき，次のとおり審査を実施した。 

 

 １ 審査の種類 

  ⑴ 健全化判断比率審査（地方公共団体の財政の健全化に関する法律第３条第１項） 

  ⑵ 資金不足比率審査（同法第 22条第１項） 

 

 ２ 審査の対象 

  ⑴ 健全化判断比率審査 

   令和 2 年度決算における次の健全化判断比率の算定及びその算定の基礎となる事項を記載

した書類 

 ア 実質赤字比率 

 イ 連結実質赤字比率 

 ウ 実質公債費比率 

 エ 将来負担比率 

⑵ 資金不足比率審査 

  令和 2 年度決算における次の特別会計に係る資金不足比率の算定及びその算定の基礎とな

る事項を記載した書類 

   ア 京都市中央卸売市場第一市場特別会計 

  イ 京都市中央卸売市場第二市場・と畜場特別会計 

  ウ 京都市農業集落排水事業特別会計 

  エ 京都市土地区画整理事業特別会計 

  オ 京都市水道事業特別会計 

  カ 京都市公共下水道事業特別会計 

  キ 京都市自動車運送事業特別会計 

  ク 京都市高速鉄道事業特別会計 

 

 ３ 審査の着眼点 

  ⑴ 健全化判断比率及び資金不足比率の算定方法が法令等の趣旨に沿った適切なものとなって

いるか，また，その算定過程が正確であるか。 

  ⑵ 健全化判断比率及び資金不足比率の算定の基礎となる事項を記載した書類が法令等の趣旨

に沿って適切に作成されているか，また，その計数が正確であるか。 

 

 ４ 審査の主な実施内容 

   総務省作成の「地方公共団体財政健全化法における健全化判断比率及び資金不足比率に関する

チェックポイント」により，健全化判断比率及び資金不足比率の算定の基礎となる事項を記載し

た書類と関係部局が所管する関係帳簿及び証書類とを照合するとともに，質問調査を行った。 
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 ５ 審査の期間 

   令和 3年 6月 1 日から同年 8月 26 日まで 

    

 ６ 審査の実施場所 

   監査事務局執務室 
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第２ 審査の結果 

 

 １ 健全化判断比率審査 

⑴ 健全化判断比率の算定及びその算定の基礎となる書類の作成 

   健全化判断比率の算定及びその算定の基礎となる事項を記載した書類の作成について，法

令等の趣旨に沿って適正に行われていると認めた。 

令和 2 年度決算における健全化判断比率の算定結果及び地方公共団体の財政の健全化に関

する法律（以下「財政健全化法」という。）に基づく財政健全化計画の策定が求められる早期

健全化基準，財政再生計画の策定が求められる財政再生基準等は，次のとおりである。 

 

（表 1）令和 2年度決算における健全化判断比率 

（単位：％） 

項  目 実質赤字比率 連結実質赤字比率 実質公債費比率 将来負担比率 

算 定 結 果 0.07 － 11.4 193.4 

早 期 健 全 化 基 準 11.25 16.25 25.0 400.0 

財 政 再 生 基 準 20.00 30.00 35.0  

(参考) 
令和元年度算定結果 

－ － 10.4 191.1 
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また，健全化判断比率等の対象となる会計等は，次のとおりである。 

 

（表 2）健全化判断比率等の算定対象会計等 

 

区  分 比率の算定対象会計等 

一
般
会
計
等 

一般会計  

一般会計等に属
する特別会計 

母子父子寡婦福祉資金貸付事業特別会計   

土地取得特別会計   

市公債特別会計   

市立病院機構病院事業債特別会計  

そ
の
他
の
特
別
会
計 

一般会計等以外
の特別会計のう
ち公営企業に係
る特別会計以外
の特別会計 

国民健康保険事業特別会計  

介護保険事業特別会計  

後期高齢者医療特別会計  

公営企業に
係る特別会
計 

法
非
適
用 

中央卸売市場第一市場特別会計  

中央卸売市場第二市場・と畜場特別会計  

農業集落排水事業特別会計  

土地区画整理事業特別会計  

法
適
用 

水道事業特別会計  

公共下水道事業特別会計  

自動車運送事業特別会計  

高速鉄道事業特別会計  

   

一部事務組合・広域連合 

（京都府後期高齢者医療広域連合,関西広域連合等） 
 

   

地方公社・第三セクター，地方独立行政法人等 

（京都市土地開発公社，京都御池地下街株式会社等） 
  

注 1 「法適用」は地方公営企業法の全部又は一部を適用する公営企業，「法非適用」はそれ以外の公営
企業である。 

 2 資金不足比率は，公営企業ごとに算定される。審査の結果は，「２ 資金不足比率審査」のとおり。 

実
質
赤
字
比
率 

実
質
公
債
費
比
率 

将
来
負
担
比
率 

連
結
実
質
赤
字
比
率 

資
金
不
足
比
率 
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⑵ 健全化判断比率の分析 

ア 実質赤字比率 

     一般会計等の実質赤字額を標準財政規模で除した比率である実質赤字比率は，0.07 パー

セントとなっている。前年度は実質赤字額がなかったため，実質赤字比率は発生していな

かった。 

 

（表 3）実質赤字比率算定結果の対前年度比較 

（単位：千円，％） 

年 度 令和 2年度 令和元年度 対前年度増△減 

実 質 赤 字 額 Ａ 316,816 － 316,816 

標 準 財 政 規 模 Ｂ(注) 405,033,797 402,017,103 3,016,694 

実 質 赤 字 比 率 Ａ／Ｂ 0.07 － 0.07 

早期健全化基準 11.25 

財 政 再 生 基 準 20.00 

  注 標準財政規模とは，地方公共団体の一般財源（使途が特定されず，どのような経費にも使用することができ

る財源）の標準的な大きさを示す指標で，標準税収入額等に普通交付税額及び臨時財政対策債発行可能額を加

算して求められる。 
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     本市の一般会計等に当たる会計の実質収支額の状況は，次のとおりである。 

当年度は，前年度に黒字であった一般会計が赤字となり，一般会計等の実質収支の合計

が 3 億 1,681 万円の赤字となったことから，昨年度は発生していなかった実質赤字比率は

0.07 パーセントとなった。 

 

（表 4）一般会計等の会計別実質収支額の対前年度比較 

（単位：千円） 

会 計 名 令和 2年度 令和元年度 
対前年度 

増△減額 

一般会計 △316,878 414,235 △731,113 

母子父子寡婦福祉資金貸付事業特別会計 － － － 

土地取得特別会計 － － － 

市公債特別会計 62 50 12 

市立病院機構病院事業債特別会計 － － － 

合  計 △316,816 414,285 △731,101 

注 実質収支額の算定上，事業繰越及び支払繰延に係るものを翌年度へ繰り越すべき財源に含めて控除している 

ため，各会計における決算の実質収支額と一致しないものがある。  
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   イ 連結実質赤字比率 

     全会計の実質収支額及び資金剰余額又は不足額の合計である連結実質赤字額を標準財政

規模で除した比率である連結実質赤字比率について，当年度は，前年度と同様に連結実質

赤字額がなかったため発生していない。 

 

（表 5）連結実質赤字比率算定結果の対前年度比較 

（単位：千円，％） 

年 度 令和 2年度 令和元年度 対前年度増△減 

連結実質赤字額 Ａ － － － 

標 準 財 政 規 模 Ｂ 405,033,797 402,017,103 3,016,694 

連結実質赤字比率 Ａ／Ｂ － － － 

早期健全化基準 16.25 

財 政 再 生 基 準 30.00 
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     本市の各会計の実質収支額及び資金剰余額又は不足額の状況は，次のとおりである。 

当年度は，一般会計において実質収支の赤字額が，高速鉄道事業特別会計において資金

不足額が生じたものの，その他の会計で実質収支の黒字額又は資金剰余額が生じたため，

連結実質赤字額は生じていない。 

 

（表 6）各会計の実質収支額及び資金剰余額又は不足額の対前年度比較 

（単位：千円） 

会計名 令和 2年度 令和元年度 
対前年度 
増△減額 

 
 

実

質

収

支

額

一般会計 △316,878 414,235 △731,113 

母子父子寡婦福祉資金貸付事業特別会計 － － － 

土地取得特別会計 － － － 

市公債特別会計 62 50 12 

市立病院機構病院事業債特別会計 － － － 

国民健康保険事業特別会計 3,494,803 663,874 2,830,929 

介護保険事業特別会計 1,915,069 1,554,824 360,245 

後期高齢者医療特別会計 811,986 737,362 74,624 

駐車場事業特別会計  － － 

小 計 Ａ 5,905,042 3,370,345 2,534,697 

（
公
営
企
業
に
係
る
特
別
会
計
） 

資

金

剰

余

額

又

は

不

足

額 

中央卸売市場第一市場特別会計 670,942 1,386,404 △715,462 

中央卸売市場第二市場・と畜場特別会計 － － － 

農業集落排水事業特別会計 － － － 

土地区画整理事業特別会計 1,794 88,340 △86,546 

水道事業特別会計 5,569,888 6,875,712 △1,305,824 

公共下水道事業特別会計 5,753,408 10,399,510 △4,646,102 

自動車運送事業特別会計 2,505,029 6,472,053 △3,967,024 

高速鉄道事業特別会計 △12,008,620 － △12,008,620 

小 計 Ｂ 2,492,441 25,222,019 △22,729,578 

    合 計 Ａ＋Ｂ 8,397,483 28,592,364 △20,194,881 

注 1 実質収支額の算定上，事業繰越及び支払繰延に係るものを翌年度へ繰り越すべき財源に含めて控除してい

るため，各会計における決算の実質収支額と一致しないものがある。 

      2 駐車場事業特別会計は令和元年度をもって廃止   
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   ウ 実質公債費比率 

     地方債の元利償還金と準元利償還金に要する一般財源の合計額を標準財政規模で除した

比率（ただし，普通交付税算定上の基準財政需要額算入額は，実質公債費比率算定上の分

子及び分母からそれぞれ控除する。）である実質公債費比率については，直近 3 箇年の平均

値をとることとされており，当年度は 11.4％で，前年度に比べ 1.0 ポイント上昇している

が，早期健全化基準及び財政再生基準を下回っている。 

 

（表 7）実質公債費比率算定結果の対前年度比較 

（単位：千円，％，ポイント） 

項  目 平成 29 年度 平成 30 年度 令和元年度 令和 2年度 

各
年
度
の
単
年
度
実
質
公
債
費
比
率 

元 利 償 還 金 Ａ 46,833,681 47,590,532 46,846,270 46,755,300 

準 元 利 償 還 金 Ｂ 72,018,296 74,635,037 75,347,004 75,464,388 

Ａ，Ｂに充当することの 
できる特定の歳入 Ｃ 

27,505,401 27,683,799 28,606,771 26,888,760 

Ａ，Ｂに係る基準財政 
需 要 額 算 入 額 Ｄ 

60,217,802 56,445,244 54,481,197 52,916,387 

標 準 財 政 規 模 Ｅ 402,633,179 401,859,108 402,017,103 405,033,797 

単年度実質公債費比率 9.09094 11.02924 11.25216 12.04557 

Ａ＋Ｂ－Ｃ－Ｄ 31,128,774 38,096,526 39,105,306 42,414,541 

     Ｅ－Ｄ 342,415,377 345,413,864 347,535,906 352,117,410 

実質公債費 

比率 

(3 箇年平均) 

令和 2年度  11.4 

令和元年度 10.4  

対前年度増△減 1.0 

早期健全化基準 25.0 

財 政 再 生 基 準 35.0 

 

令和 2 年度の単年度の実質公債費比率は，元利償還金，準元利償還金に充当することの

できる特定の歳入が減少したことなどから，12.04557％となり，前年度に比べて 0.79341

ポイント上昇している。この比率が平成 29 年度の単年度の比率を上回っているため，3 箇

年平均の実質公債費比率についても上昇している。 
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準元利償還金の内容は，次のとおりであり，主なものは満期一括償還地方債の 1 年当た

りの元金償還金に相当するものである。 

 

（表 8）準元利償還金の内容 

（単位：千円） 

項  目 平成 29 年度 平成 30 年度 令和元年度 令和 2年度 

① 
満期一括償還地方債の 1 年当たり

の元金償還金に相当するもの 
51,665,549 53,821,155 54,979,200 55,696,323 

② 

一般会計等以外の会計への繰入金

のうち，地方債の償還の財源に充

てたと認められるもの 

19,485,620 19,945,564 19,711,445 19,110,572 

③ 

加入組合等への補助金又は負担金

のうち，当該組合等が起こした地

方債の償還の財源に充てたと認め

られるもの 

－ － － － 

④ 

債務負担行為に基づく支出のう

ち，地方財政法第 5 条各号に規定

する経費に係るもの 

867,110 868,317 656,359 657,420 

⑤ 一時借入金の利子 17 1 － 73 

準元利償還金Ｂ（①～⑤合計） 72,018,296 74,635,037 75,347,004 75,464,388 
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エ 将来負担比率 

   一般会計等が将来実質的に負担する債務であると考えられる将来負担額から充当可能財

源等を控除した額を標準財政規模（ただし，普通交付税算定上の基準財政需要額算入額は

控除する。）で除した比率である将来負担比率について，当年度は 193.4％となり，前年度

に比べ 2.3 ポイント上昇しているが，早期健全化基準を下回っている。 

 

（表 9）将来負担比率算定結果の対前年度比較 

（単位：千円，％，ポイント） 

年  度 令和 2年度 令和元年度 対前年度増△減 

将 来 負 担 額 Ａ 1,891,845,483  1,862,399,901  29,445,582  

充 当 可 能 財 源 等 Ｂ 1,210,615,298  1,197,941,139  12,674,159  

標 準 財 政 規 模 Ｃ 405,033,797  402,017,103  3,016,694  

元利償還金，準元利償還金に係る 

基準財政需要額算入額 Ｄ 
52,916,387  54,481,197  △1,564,810  

 
193.4  191.1  2.3  

早 期 健 全 化 基 準 400.0 

  

将来負担額の内容は，表 10 のとおりであり，主なものは一般会計等に係る地方債現在高

や，退職手当支給予定額などである。また，充当可能財源等の内容は，表 11 のとおりであ

り，主なものは将来負担額に充当できる基金残高などである。 

将来負担額が増加したことなどから，将来負担比率は前年度に比べ上昇している。 

 

 

(Ａ－Ｂ) 

(Ｃ－Ｄ) 
将 来 負 担 比 率 
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（表 10）将来負担額の内容 

（単位：千円） 

項  目 令和 2年度 令和元年度 
対前年度 
増△減額 

① 一般会計等の地方債現在高 1,548,503,741 1,533,263,771 15,239,970 

② 

債務負担行為に基づく支出予定額のうち，地

方財政法第 5条各号に規定する経費に係るも

の 

PFI事業に係る経費のうち建設事業費相 

当額，依頼土地の買戻しに係る経費等 

8,690,910 6,866,134 1,824,776 

③ 
一般会計等以外の会計の地方債の元金償還に

充てる一般会計等からの繰入必要見込額 
233,769,023 221,471,057 12,297,966 

④ 
加入組合等の地方債の元金償還に充てる当該

団体からの負担等見込額 
－ － － 

⑤ 

退職手当支給予定額のうち，一般会計等にお

ける実質的な負担見込額 

年度末において職員全員が自己都合退 

職した場合に，一般会計等が負担する 

と見込まれる退職手当支給額 

96,999,910 99,286,721 △2,286,811 

⑥ 

設立した一定の法人の負債の額 

（土地開発公社及び地方独立行政法人の負債

の額） 

2,700,847 1,304,400 1,396,447 

その者のために債務を負担している場合の当

該債務の額のうち，当該法人等の財務・経営

状況を勘案した一般会計等の負担見込額 

損失補償を行う出資法人等の債務，公 

的保証機関の保証債務及び制度融資に 

係る金融機関の貸付けに係る損失補償 

債務のうち，一般会計等が負担すると 

見込まれる額 

1,181,052 207,818 973,234 

当該地方公共団体が受益権を有する信託のう

ち，当該信託に係る信託財産の状況を勘案し

た一般会計等の負担見込額 

－ － － 

その者に対して貸付けを行った貸付金の額の

うち，当該法人等の財務・経営状況を勘案し

た一般会計等の負担見込額 

－ － － 

⑦ 連結実質赤字額 － － － 

⑧ 
加入組合等の連結実質赤字額相当額のうち一

般会計等における実質的な負担見込額 
－ － － 

将来負担額Ａ（①～⑧合計） 1,891,845,483 1,862,399,901 29,445,582 
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（表 11）充当可能財源等の内容 

（単位：千円） 

項  目 令和 2年度 令和元年度 
対前年度 
増△減額 

⑨ 

表 10 の①から⑥に充てることができる基金

残高 

①から⑥に充てることができると認め 

られる基金残高のうち，現金・預金及 

び国債・地方債・政府保証債等として 

保有しているものの額 

166,250,663 165,839,585 411,078 

⑩ 

表 10 の①から⑥に充てることができる特定

の歳入の見込額 

①から⑥に充てることができると認め 

られる国庫支出金や公営住宅の使用料， 

地方債を財源とする貸付金の償還金， 

都市計画税収入などの見込額 

316,059,050 304,769,226 11,289,824 

⑪ 

地方債現在高等に係る基準財政需要額算入

見込額 

地方債現在高等のうち，将来普通交付 

税算定上の基準財政需要額として算入 

されると見込まれる額 

728,305,585 727,332,328 973,257 

充当可能財源等Ｂ（⑨～⑪合計） 1,210,615,298 1,197,941,139 12,674,159 
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 ２ 資金不足比率審査 

⑴ 資金不足比率の算定及びその算定の基礎となる書類の作成 

   資金不足比率の算定及びその算定の基礎となる事項を記載した書類の作成について，法令

等の趣旨に沿って適正に行われていると認めた。 

令和 2 年度決算における資金不足比率の算定結果及び財政健全化法に基づく経営健全化計

画の策定が求められる経営健全化基準等は，次のとおりである。 

 

（表 12）令和 2 年度決算における資金不足比率 

（単位：％） 

会計名 算定結果 
経営健全化 

基   準 

(参考) 

令和元年度 

算定結果  

中央卸売市場第一市場特別会計 － 

20.0 

－  

中央卸売市場第二市場・と畜場特別会計 － －  

農業集落排水事業特別会計 － －  

土地区画整理事業特別会計 － －  

水道事業特別会計 － －  

公共下水道事業特別会計 － －  

自動車運送事業特別会計  － －  

高速鉄道事業特別会計 62.6 －  
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 ⑵ 資金不足比率の分析 

公営企業に係る会計ごとに資金不足額を事業の規模で除した比率である資金不足比率につ

いて，当年度は，高速鉄道事業特別会計で新たに発生している。その他の会計については，

資金不足額がなかったため，資金不足比率は発生していない。 

高速鉄道事業特別会計に係る資金不足比率算定結果の対前年度比較は，次のとおりである。 

なお，経営健全化計画の策定が求められる経営健全化基準は 20.0％である。 

 

（表 13）高速鉄道事業特別会計に係る資金不足比率算定結果の対前年度比較 

（単位：千円，％，ポイント） 

項  目 令和 2年度 令和元年度 対前年度増△減 

Ａ 流動負債（控除企業債等を除く。） 32,934,708 32,407,652 527,056 

Ｂ 算入地方債現在高 6,584,000 － 6,584,000 

Ｃ 流動資産（控除財源等を除く。） 2,412,683 1,865,799 546,884 

Ｄ 解消可能資金不足額 25,097,405 46,336,076 △21,238,671 

 減価償却前経常利益方式 18,513,405 46,336,076 △27,822,671 

 
 建設改良費等以外の経費に係る 

地方債残高 
6,584,000 － 6,584,000 

Ｅ 資金不足額 Ａ＋Ｂ－Ｃ－Ｄ 

  （マイナスのときは「－」） 
12,008,620 － 12,008,620 

Ｆ 事業の規模 19,177,309 28,255,868 △9,078,559 

資金不足比率 Ｅ／Ｆ 62.6 － 62.6 

 

高速鉄道事業特別会計について，減価償却前経常利益の減少により解消可能資金不足額が減

少したことなどから，資金不足額が発生し，資金不足比率は 62.6％となった。 

高速鉄道事業特別会計の資金不足比率は，経営健全化基準の 20.0％を上回ったため，令和 4

年3月末までに，財政健全化法に基づく経営健全化計画を市会の議決を経て定める必要がある。 
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３ 意見 

  令和 2 年度は，高速鉄道事業において，新型コロナウイルス感染症の影響による運賃収入の減

等により減価償却前経常利益が減少し，資金不足比率が経営健全化基準の 20％を大きく上回る

62.6％となり，経営健全化団体となった。今年度中に経営健全化計画を策定する必要があるが，

旅客数の回復の目途は立っておらず，かつて経験したことがない危機的な経営状況にある。 

このため，利用促進策や収入増加策，経費節減や事業見直しによる支出削減策など，収支改善

のためのあらゆる方策を盛り込んだ実効性のある経営健全化計画を策定し，経営の健全化に取り

組まれたい。 

  また，一般会計等においても，公債償還基金の計画外の取崩し等の特別の財源対策を講じなが

らも，市税収入や地方交付税の減少などにより実質収支が赤字となり，実質赤字比率が 0.07％と

なった。実質赤字比率は，早期健全化基準である 11.25％を大きく下回っているものの，令和 2

年度末の特別の財源対策による公債償還基金の計画外の取崩し等の累計額は 642 億円となってお

り，仮にこれを赤字額に含めると令和 2 年度の比率は 16％程度となり，早期健全化基準を超える

水準となっている。また，これまで特別の財源対策として後年度の財源を使用し続けてきた結果，

実質公債費比率及び将来負担比率が他都市と比較して高い水準で推移してきており，とりわけ将

来負担比率は前年度において指定都市の中で最も高くなっている。さらに，今後対策を講じず，

これまでのように公債償還基金の計画外の取崩しで財源不足を補てんすれば，令和 6 年度に公債

償還基金が枯渇し，実質赤字比率が財政再生基準を上回ることが見込まれており，一般会計等に

おいても危機的な財政状況に陥っている。 

ついては，特別の財源対策に依存しない，持続可能な行財政の確立に向けて，令和 3 年 8 月に

策定した「行財政改革計画 2021-2025」に定める歳入・歳出改革を全庁を挙げて推進し，全会計を

通じた財政の健全化に取り組まれたい。 

 


